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本業務の概要は、以下に示すとおりである。調査位置を図1-1に示す。

１．調査概要

図1-1　業務位置案内図（縮尺任意）
出典：「電子国土」　URL http://cyberjapan.jp/ 

業務箇所

500ｍ 0 500 1000 1500

1



2.調査方法
　調査方法は、以下に示すとおりである。

本業務の流れを図1-2に示す。

図1-2．調査の流れ

１．調査概要
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2-1.資料等調査結果の概要

収集した資料とその調査結果の要旨について、表2-1に一覧する。

　　図2-1　1/25000地形図による対象地の変遷

2-2.土地利用の変遷
 2-2-1．登記簿等による土地利用状況

2-2-2.旧版地図等による土地利用状況

　　　図2-2　住宅地図による対象地の変遷
　　　　　図2-3　空中写真による対象地の変遷

　対象地は、一部企業名での登記が確認されるものの、概ね過去から
現在に至るまで個人名で登記されている。

 国土地理院発行1/25000の地形図、住宅地図、空中写真から土地利用
状況を確認した。
 図2-1～図2-3に、地形図、住宅地図、空中写真の変遷を示す。
 調査の結果、1/25000地形図、住宅地図では地表状況として森林から
荒地への変化が確認できた。
　空中写真では、1970年代～1990年代にかけての約20年の間、対象地
の色調が草木による緑や濃色ではなく、地山が露出した茶色、灰色で
あることから、なんらかの人為的な作業が行われている様子がうかが
える。1975年の空中写真では、中央部に地山の茶色とは異なる灰色の
範囲が認められる。
　次頁に1975年の空中写真に現在の地形図及び本調査で確認した投棄
物の範囲を合せた図面を示す(図2-4)。

２．調査結果

表2-1　地歴調査の結果一覧
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２．調査結果

　1975年（昭和50年）の空中写真と現地で確認された投棄物範囲及びボーリング調査位置の重ね図を以下に示す。緑色で囲った投棄物範囲と空中写真の灰色範囲が概ね調和的である。投棄物
は、この時期に投棄された可能性が考えられる。

図2-4 空中写真による地形改変部と本調査で確認した投棄物の範囲
（空中写真は1975年時を使用）（縮尺任意）
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2-3.現地視察結果
 2-3-1.現地の状況

2017年7月時点での現地状況を一覧する。

図2-5　写真撮影位置（対象地の状況写真）

２．調査結果

　全体に草木が生い茂っており、投棄物が確認しにくい状態であった。
投棄物範囲南側の道路沿いでは、コンクリート殻やアスファルト殻が少し埋まった状態で点在して
おり、表層部にプラスチックや発泡スチロールなどの生活系の投棄物が散乱していた（範囲A）。
　投棄物範囲北側では、コンクリート殻の他、スレート片、農作業で使用されるビニール片などの
業務用、建設廃材が多量に散在する（範囲B,C,D）。特に範囲Cでは斜面下に向かって大量に建設廃
材が投棄されており、斜面全体が投棄物で被覆された状態であった。
　P25～P27に示すように、前頁の空中写真で尾根部の地形改変が認められた範囲（茶色部分）にお
いては、特に顕著な投棄物はないことが確認できた。
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２．調査結果
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